
６月１日は「牛乳の日」、６月は「牛乳月間」で

す。牛乳や乳製品のことについて、理解を深める

機会にしましょう。 

 それは、牛乳に多く含まれる「カルシウ

ム」をしっかりとってほしいからです。カル

シウムは、骨や歯をつくる材料になり、その

ほかにも筋肉を動かしたり、けがをしたとき

に血を止めたりする大事な働きをしていま

す。そして骨にたくわえられるカルシウムの

量は、小学生のころから急激に増え、20歳

ごろまでにほぼ決まります。この大切な時期

に、毎日続けてカルシウムをとることで、じ

ょうぶな体がつくられます。だから給食では

牛乳が出るのです。 

牛乳は同じ味のように思うかもしれません

が、日によって少し味が違うときもあります。

それは、工場でいつも同じように作られる飲み

物ではなく、野菜や果物などと同じ「農産物」

だからです。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

                                                

 

 

 

 

 

 

 

６月
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きゅうしょく

目標
もくひょう
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みなさんは、給 食
きゅうしょく

や家
いえ

での食事
しょくじ

の前
まえ

に、きちんと手
て

を洗
あら

っていますか？今月
こんげつ

は、

これまで以上
いじょう

にしっかりと手
て

洗
あら

いができるよう、その方法
ほうほう

をお伝
つた

えします。まんべん

なく洗
あら

えているか、確認
かくにん

してみましょう。 

てをぬらして、せっけんをつけ、 

てのひらをこすります。 

てのこうをこすります。 ゆびさき、つめのあいだを 

あらいましょう。 

ゆびのあいだをあらいます。 おやゆびも、わすれずに！ さいごにてくびをあらいます。 

梅雨の季節になりました。雨の日が続くと気温が下がり、寒暖差によって体調を崩しやすくな

ります。また、気温や湿度が上がると、食中毒などの細菌が繁殖しやすい時期でもあります。規

則正しい生活を心がけ、体調・衛生管理には十分気を付けましょう。 

私たちが生きていく上で欠かすことのできない「食べる」こと。毎

日を元気に生き生きと暮らすためには、何をどのように食べるかがと

ても重要です。また、これからも安心して食料を得られるように、未

来へつながる「食」について考えていくことも大切です。６月は国が

定める「食育月間」です。食べることをあらためて見直し、できるこ

とから取り組んでみませんか？ 

朝ごはんを 

食べる習慣を

つける 

地域でとれたものや、 

環境に配慮した食品を選ぶ 

ゆっくり、 

よくかんで 

食べる 

食べ物が何からできているか、

どこから来るのかを知る 

塩分のとり過ぎに

気をつけ、 

「適塩」を 

意識する 

食べ物の 

無駄をなくし、

食品ロスを 

減らす 


